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　　　　　　　　緒　　　　言

　山陰地方に於いては所言胃春の床替期は極めて乾燥（矛

1表）するのであるが，従来より表日本に於げる床替期醸

をそのま上踏襲して悪成績を招来することが多く，極端

な場合には不注意な取扱いと相まつて既存の根を全部枯

損し，挿木の場合の如く檀付け後に新たに発根する再生

根によつてようやく活着するといつた例も少くない。

従つて筆者は山陰に於げる床替の適期は何時か，又現

在ま1で経験のみに頼つていた界替に際しての根の切断は

どの位の長さがよいか，更に植付け間隔はどの位にすべ

ぎかについて昭和28年11月より実験を行いその調査結果

を取りまとめたので報告する。本実験の実施に種々協力

していただいた本学演習林の池田嘉英氏並びに学生黒田

太一，甲山信彦，梶潮亘雄の諸君に厚く感謝の意を表す

る。

　　　　　　　矛1表気　　象　　表

　　　　　　貿験計画及ぴ賓験方法

　　（1）実　験　計　画

　a．植付本数，根の長さ及び床替時期の3要因を矛2

表の如く夫々4階に分げた。

　　　　　　矛2表要因の分割

・1 l　l・1 ・1備　考

A檀け本数 100 48 24 ／6 1平方米当
本数

B根の長さ 1．5 ／．0 0．67 0．5
根の長さ：地
上部の長さ

C植付時期11月20日 3月15日 4月5目 4月25目
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但し4月25日は雨夫直後

　b．実験計画は43（16）〔33〕により実施した。そ

の要因配置は矛3表の通りで，1ブロヅクは64プロツト

よりなり，1プロヅトの大いさは0．5×0．5m2である。

　　（2）実験　方法

　a．試料昭和27年11月本学匹見演習林（島根県美濃

郡広見上村）の天然生三ギより採集した種子を28年3月

播種し，28年11月／5目苗声8士2c㎜の苗木を使用した・

　b．植付本数は実験計画に従い1プロヅト当り25本，

12本，．6本，4本とした。

　c．根の長さは地上部の長さ即ち苗高に対して1．5倍，

1倍，0．67倍，0．50倍とした。

　a．植付時期は秋／1月20目，春3月／5日，4月5日と

降雨直後の4月25目とした。

　e．植付後試料の枯損によつて生じた穴は、柑損確認

次矛直ちに略同苗高のヒノキ苗を補檀し植付間隔の変化

を防いだ。

　　　　　　　　調査結果
昭和29年11月20目に掘取り，水洗後上長成長を測定

し，24時間蔭干して十分水気を去り重量を測定した。測
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矛3表 要因配置計。画表
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矛5表、分散分析表
一要　　　因

活

着

本

数

上

長

成

長

量

量

　　A
　－B
　　C
　A×B
　B×C
　C×A
A×B×C
　stnp

　errOr

　A

　B

　C

A×B
B×C
C×A

A　X　B×C

　s打ip

　eτrOr

　　A
　　B
　　C
　A×B
　B×C
　C×A
A×B×C
　s肘ip

　errOr

S　Y　　　S　X，

5．0285212．900　00

6ア52

％218
4487
7088
44705
104．31

7189

988川
1，201，171．ろ8

　36，486．97

525，307．06

　28，075．45

　39，374．68

202，178．98

　67，258．65

　165，982．83

427，386二17

5，028，5

　67．5

　％2，2

　44，9

　70．9

　447．0

　104，3

　71．9

　988．1

925，479．00

．83，0ろ1，70

7る2，488．82

53，192．53

62，952．72

64，628．16

74，219．33

425，597．61

792，490．76

5，028，5

　67．5

　％2．2

　4，9
　70二9

　47．0

　104，3

　71．9

　988．1

C △

8，04ろ76 1，000．97

77，697，50

1，410．1ア

21，599．14

　863，99
1，333二01

9，115，48

2，057，33

2，4／5．78

15，299．72

191，120．64

，199・359・67

254，582．34

202，542．48

205，526．00

214，278．82

218，860．14

297，294．5ろ

190，485．62

68，130，50

2，228．71

24，099．52

　936，41
1，798．ろ5

4，529，55

1，696．62

ろ，304．20

13，612．93

607，377．67

653，352．24

816，001．21

－640，762．ろ9

6ろ1，168．17

627，762．57

652，152．86

948，098．48

604，947．1ろ

f．d．△一△errorV

　3　　　　　　　　　　4．29

　3　　　　　　　　　　22．51

　3　　　　　　　　　320．73

　9　　　　　　　　　　4．97

　9　　　　　　　　　　7．路

　9　　　　　　　　　　49．67

27　　　　　　　　　　3．86

1／　　　　　　　　　6．54

1／7　　　　　　　　　　8．44

　ろ

　3

　3

　9

　9

　9

27

11

／／7

　　6ろ5．02　　　24，130，76

　8，874，05　　3ろ7，21ろ．90

64，096，722，435，675二36

12，056．86　　／44，682．ろ2

15・04ρ．38180・484．56

23，793．20　　285，518．40

28，374．52　　　94，581．73

106，808，911，029，249．50

　　　　　　190，485．62

　3　　　2，430．54　　　92，ろ60．52

　3　　48，405，1／1，839，394．18

　3　2／1，054，088，020．055　04

　9　　35，8／5．26　　429，783．12

　9　　26，22†．04　　ろ14，652．48

　9　　22，815．24　　273，782．88

27　　46，205，73　　1ら4，019．10

11　343，／51，353，306．731　／9

117　　　　　　　　　　　　　604，947．13

F。

く1

2．67
ろ7．88

く1

く1

5．88
く1

く1

く1

．1－77

12．ア9

〈1

く1

1．50

く1

5．40

＜1

3．04

13．25

く1

＜1

＜1

く1

5．47

F

2．66（　5％）

2．66（　5％）

4．50（0．5％）
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定結果を取りまとめると矛4表の通りである。分散分析

の緒果は矛5表に示した。

　　　　　　　　　考　　　　察

　分散分析の緒果より有意差の認められるものは，活着

本数，重量に対するB（根の長さ），活着本数，上長成

長，重量に対するC（床替時期），一活着本数に対するC

×A（床替時期×植付本数）及び上長成長，重量に対手

るストリヅプ等である。

　　（1）単独効果

　a．植付本数
　単位面積当りの檀付本数の相異によつては，床替据置

期間が1年程度では活着率，上長成長，重量ともに有意

差は認められない。従つて樹種の特性，苗木の大いさ，

一その他の事情によつて適当に植付本数は決定してよいよ

うであるが，檀付問隔の大き一い程丈夫な苗を得局傾向が

ある。

　b．根　の　長　さ

　根の長さの相異によつては，活着率及び重量に有意差

を認め，活着後の上長成長には差が認められない。

　活着率については，／5倍区と1倍区が良好で．他の

2者0．67倍区，0．5倍区との間には判然たる差があるが，

然し1．5倍区と1倍区，0．67倍区と0．5倍区の夫々の間に

は差が認められない・重量については1・5倍区が最良で1

他のろ者間には差がない。従つて活着率，重量を通じて

根は出来るだげ長い方がよいが，作業能率，床替目的よ

りは極端に根を長くする事は好ましくないので，重量は

多少低下するが／倍区即ち苗高と略同じ位に根を切断す

るめがよいようである。
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．矛6表　単独効 果’表一

要
B　（根の長さ）

種　　　　因
C　（植付時期）

別
1・l1・1 …1 0．5 皿・・1皿1・ 1皿・1皿・・

活着率
％ ％

63．5 62．7 52．ろ 5ろ．9 85．5 36．2 45．2 65．6
αn

上長成長量 19．8 15．3 14．4 14．2

9
重　　　量 22．5 ／7．6 15．1 ／3．2

この表には有意差の認められたもののみを掲げたg

　C．床替　時　期
　床替の時期については，活着率，上長成長，重量のい

づれにも危険率0，005で有意差があり，いづれも11月20

目区が最良である。次に4月25目区（降雨直後）は活着

率については他の2者即ち3月15目区，4月5日区より

好緒果を得たが，活着後の上長成長，重量は此の3者間

に有意差はなかつた。然し活着率についての4月25目区

と他の2区との有意差は，降雨と他の因子との交絡が考

えられるので更に検討の必要があるが，一応次のように

言えるであろう。即ち床替ば晩秋に行うのが最もよく，

や缶を得ず青期に行う際は出来るだけ降雨直後に行い，

暗天続きの場合は避げる方がよい。

　以上の如き・秋期床替の良成績は次の理由即ち床替時の

根の損耗は地上部の成長休止のため苗の生活には重大な

影響を及ぽさず又山陰地方に於てはスギ苗の根は遅くと

も2月中旬頃には既に活動している～二とが多く，故に春

地上部の成長開始までに床替時に損耗した根も多少回復

一しているためであると考えられる。

　一方春期床替の悪成績は一端伸長した根の損耗と気侯

的乾燥との悪条件が地上部の活動によつて助長され，地

上部と地下部との平衡が失われるためであると考えられ

る。

　　（2）交互作　用

　Ax　B，B×C，C×A，Ax　B　x　Cの各交互作用の

なかで有意差の認められるものは活着率についてのC×

　　　　　　矛7表交互作用表
＼
＼ C（植付時期）x　A（植付本数）

C
A

亙・・1 皿．1・1 皿・1 皿．25

本 ％
／00 87．3 100 40．ろ ／00 47．0 100 69．4 100

48 82．7 95 30．6 76 43．0 91 62石 90

24 80．5 92 3ろ．3 83 37．5 80 65．2 94
’16 89．6 103 31．3 78 52．1 111 52．1 75

Aのみである。

　これは根の長さの

如何にか上わらず床

替時期によつて活着

率が異なるが，その

変化が植付本数によ

つて異なることを示

している。11月20日

植付区一3月／5目植

付区，4月5目植付

区，4月25目檀付区を通じて植付本数が大なる程活着率

も大となる傾向があるが，11月20目区と4月5日区は共

に16本檀付区が最大の活着率を示している。然しこの交

互作用については更に要因を紬分して追試する必要があ

ると考えられる。

　　　　　　　　摘　　　　要

　山陰地方に於げる1年生スギ苗の床替について，単位

面積当りの檀付本数　（A），根の長さ　（B），床替時期

（C）の3要因を夫々4階級に分げ，43（16）〔33〕に

より実験した結果を要約すると次の通りである。

（1〕1年程度の床替据置期間では植付本数は活着率，上

　長成長，重量のいづれにも差を生じなかつた。

（2ジ根の長さは活着率については1．5倍区，1倍区が良、

　好で，他の2区より極めて大ぎく，重量については

　1．5倍区が最大であるが，上長成長については4区問

　に差を生じなかつた。

（3）植付時期は活着率，上長成長，重量に対して重要な

　る影響を及ぼし，11月20目区が衰もよかつた。他の3

　区間では降雨直後の4月25日区が活着率については良

　好であつた。

（4）交互作用については一定の傾向が認められなかつ

　た。
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SUMMARY 
This experiment was niade upon the design of little difference to the percentage of the surviv-

4 ~ (16) C 3 8~ in order to determine the most ing, theit height grow'th and their weight 

suitable number of seedlings per unit area (this 2 . At the plots where roots were one and half 

iactor was shown as A), the most suitable length times as long as tops, they showed the highest 

of their roots (as B) and the most suitable plant- ' percentage of the surviving, and the best result 

ing time (as C) in-the transplantation of I -year _ in their weight. 

old Su~i (Cryptomeria japonica D. Don) seedlipgs And at the plots where roots were one time, 

in Sanin District. the high percentage of the surviving was gain-
The above-mentioned three factors-A, B and ed. 

C-were respectively divided into four. (Table 2 ) 5 . Time of transplantation proved to be most 

This experiment was made on the lands divided important among the three factors. 
into three blocks which had 64 plots respectively. The seedlings transplanted on Nov. 2C pro-

The size of one plot was 0.5m by C.5m. duced best results in the percentage of the sur-

The number of surviving seedlings, their height viving, their height growth and their weight. 

growth and their weight were examined, and the And･ those transplanted on Apr. 25 were second 

results are shown on table 4 . in the percentage of the surviving, but this re-
The results' of this experiment were as follow: sults seemed to be happened by the rainfall on 

1 . The number of transplanted seedlings made a day before transplanting and other factors. 




